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特別支援教育 
 

算数科図形領域における困難に対する授業改善の在り方 
― 児童の認知等の特性を考慮した指導・支援を通して ― 

 

呉市立昭和北小学校 佐々木 恵 
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Ⅰ 問題の所在 
 

１ 特別な支援を必要とする児童生徒への支

援の現状 
小学校学習指導要領解説総則編（平成20年，以下

「解説総則編」とする。）によると「各教科等の指

導に当たっては，児童が学習内容を確実に身に付け

ることができるよう，学校や児童の実態に応じ，個

別指導やグループ別指導，繰り返し指導，学習内容

の習熟の程度に応じた指導，児童の興味・関心等に

応じた課題学習，補充的な学習や発展的な学習など

の学習活動を取り入れた指導，教師間の協力的な指

導など指導方法や指導体制を工夫改善し，個に応じ

た指導の充実を図ること。」1）と示されている。 

中央教育審議会「共生社会の形成に向けたインク

ルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の

推進（報告）」（平成24年）には「特別支援教育を推

進していくことは，子ども一人一人の教育的ニーズ

を把握し，適切な指導及び必要な支援を行うもので

あり，この観点から教育を進めていくことにより，

障害のある子どもにも，障害があることが周囲から

認識されていないものの学習上又は生活上の困難の

ある子どもにも，更にはすべての子どもにとっても，

良い効果をもたらすことができる」2）と示されてい

る。 

しかし，文部科学省（平成24年）が実施した「通

常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な

教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果

について」では，知的発達に遅れはないものの学習

面又は行動面で著しい困難を示すとされた児童生徒

に対して，授業時間内に教室内で個別の配慮・支援

を行っていると回答した担任教員は，44.6％に留ま

っている。 

これらのことから，学習内容を確実に身に付ける

ために個に応じた指導の充実を図り，通常の学級に

おいて特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対

して適切な指導及び必要な支援を行う必要があるに

もかかわらず，不十分であることが分かる。 

 

２ 所属校の現状 
所属校の通常の学級において，算数科図形領域の

授業の際に，図形のイメージをもつことや図形の性

質を覚えることが難しいなど，児童のつまずきが見

られた。 

また，平成25年度全国学力・学習状況調査の算数

Ｂにおいて，図形領域の平均正答率が広島県の平均

正答率を下回る79.9％であった。平成25年度「基

礎・基本」定着状況調査においても，図形領域の通

過率が，広島県の平均通過率と同じ55.9％に留ま

り，広島県と同様に図形領域において，定着が不十

分であることが明らかになった。 

さらに，所属校の第４学年に対して図形の学習へ

の意識調査を実施したところ「図形の勉強は好きで

す。」「図形の授業はよく分かります。」に肯定的に

研究の要約 
本研究は，通常の学級での算数科図形領域における児童のつまずきを分析し「視空間認知能力」等の

認知等の特性を考慮した指導・支援の方法を整理して実施することで，学年全体及び図形領域に困難の

ある児童に対する授業改善の有効性を明らかにすることを目的としたものである。所属校においては，

算数科図形領域の定着が不十分で算数科及び図形の学習への意識等においても課題が見られた。また，

第４学年に対して，図形領域に困難のある児童が確認された。そこで，先行研究で示唆されている，認

知等の特性を考慮した指導・支援を所属校の第４学年で実施した。その結果，学年全体及び図形領域に

困難のある児童に対する授業改善の有効性が示唆された。 
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回答した児童は，それぞれ68.1％，78.7％であっ

た。 

これらのことから，算数科図形領域におけるつま

ずきに応じた指導・支援の工夫等，授業改善の必要

性があると考える。 

 

３ 算数科図形領域における困難に対する授

業改善 
(1) 算数科図形領域における困難 

竹田契一（2000）は，図形領域の問題を解くこと

は「記憶」に問題があったり「語彙」が少なかった

り「抽象能力」が弱かったりする児童には難しいと

述べている。 

また，熊谷恵子（2007）は，図形領域におけるつ

まずきには，空間での位置関係を把握する「視空間

認知能力」が大きく関係すると述べている。 

さらに，小林倫代・海津亜希子（平成25年）は，

図形領域の問題に対しては「視覚認知能力」や「空

間操作能力」等を考慮しながら，個に応じた指導の

工夫をすることが必要であると述べている。 

これらのことから，算数科図形領域の問題を解く

には，様々な認知等の能力が必要となるため，児童

の認知等の特性を考慮した指導・支援を行うことが

有効であると考える。 

(2) 認知等の特性を考慮した指導・支援 

特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（平成

21年）には，認知とは「感覚を通して得られる情報

を基にして行われる情報処理の過程であり，記憶す

る，思考する，判断する，決定する，推理する，イ

メージを形成するなどの心理的な活動」3）であると

示されている。 

また，一般社団法人日本ＬＤ学会（2011）は

「個々の子どもにおける認知機能の特性を把握する

ことが教育や指導支援を考える上で重要な情報とな

る。」4）と述べている。 

さらに，玉井浩（2010）は，学習困難を認めると

きには，その原因となっている知覚・認知の問題に

応じて対応策を構築することが大切であると述べて

いる。 

これらのことから，算数科図形領域に困難のある

児童に対して認知等の特性の実態把握を行い，認知

等の特性を考慮した指導・支援を行うことが重要で

あると考える。 

(3) 第４学年の発達段階に応じた指導・支援 

解説総則編には，基礎的・基本的な知識・技能に

ついては，発達段階に応じて習得させることの重要

性が示されている。 

文部科学省（平成21年）は「子どもの徳育に関す

る懇談会『審議の概要』」において，９歳以降の小

学校高学年の時期には，発達の個人差（いわゆる

「９歳の壁」）も顕著になり，この時期の児童の発

達において，抽象的な思考への適応に対する理解が

重要であると示している。 

また，藤田和弘（2008）は，第４学年に当たる時

期を「９・10歳の壁」と呼び，この時期は，具体的

思考から抽象的思考への移行期に当たり，抽象的思

考の困難性が学力に大きな影響を及ぼすと述べてい

る。 

さらに，渡辺弥生（2011）は，９・10歳の「考え

る力」の質的な変化の移行は不安定であり，適切な

支援が必要となると述べている。 

これらのことから，特に「９・10歳の壁」の時期

に当たる第４学年に対して，指導・支援の充実を図

り，発達段階に応じた授業改善が必要であると考え

る。 

(4) 算数科図形領域における認知等の特性 

所属校第４学年の児童を対象に，算数科図形領域

における認知等の特性に係る実態把握を行った。実

態把握は，海津（2012）が作成している「学習領域

スキル別つまずきチェックリスト―算数」等を参考

に「算数科図形領域における認知等の特性チェック

リスト」を作成し，活用した。算数科図形領域にお

ける認知等の特性及び関連する算数科の評価の観点

を表１に示す。（評価の観点「数学的な考え方」

「数量や図形についての技能」「数量や図形につい

ての知識・理解」をそれぞれ，以下「思考・判断・

表現」「技能」「知識・理解」と示す。） 

各認知等の特性において，つまずきの状況が半分

以上当てはまる場合，その認知等の特性について困

難があるとした。 

その結果，第４学年147人中22人の児童に困難が

認められた。困難は重複している場合もあり「視空

間」に困難のある児童は９人「抽象・イメージ」に

困難のある児童は22人「空間操作」に困難のある児

童は６人「語彙」に困難のある児童は９人「記憶」 

に困難のある児童は14人であった。そして，全員が

「抽象・イメージ」について困難を示していること

が分かった。それは「９・10歳の壁」で課題とされ

ている具体的思考から抽象的思考への移行の困難さ

が表れていると考える。 

 これらのことから，算数科図形領域において，認

知等の特性を考慮した指導・支援を通して授業改善
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表１ 算数科図形領域における認知等の特性及び観点 

 

を行うことが重要であると考える。 

 

Ⅱ 研究の目的 
本研究では，算数科図形領域における児童のつま

ずきを分析し「視空間認知能力」等の認知等の特性

を考慮した，指導・支援の方法を整理し実施するこ

とで，学年全体及び図形領域に困難のある児童に対

する授業改善の有効性を明らかにすることを目的と

する。 

 

Ⅲ 研究の仮説と検証の視点・方法 
 

１ 研究の仮説 
本研究の仮説を次のように設定し，検証する。 

 

 

２ 検証の視点・方法 
(1) 検証の視点 

算数科図形領域において，学年全体及び図形領域

に困難のある児童に対して，授業改善は有効であっ

たか。 

(2) 検証方法 

○ 事前テスト及び事後テストを行い，学年全体及

び図形領域に困難のある児童に対して，授業改善

の有効性について分析する。 

○ 「垂直・平行と四角形」の単元テストを行い，

学年全体及び図形領域に困難のある児童に対して，

学習内容の習得状況について分析する。 

○ 図形の学習への意識を調査し，学年全体及び図

形領域に困難のある児童に対して，授業改善の有

効性について分析する。 

○ 図形領域に困難のある児童に対して，授業場面

における行動観察を行い，授業改善の有効性につ

いて分析する。 

 

Ⅳ 研究の方法 
 

１ 対象 
 所属校第４学年（４学級147人） 

 

２ 研究授業 
(1) 研究授業の方法 

ア 授業のユニバーサルデザイン 

笹森洋樹（平成25年）は，ユニバーサルデザイン

とは，障害のある人に限らず，全ての人に役に立つ

デザインという意味で，発達障害のある児童に対す

る「特別な配慮」が全ての児童の「分かりやすさ」

となり，学力向上につながるとしている。 

この考えを基に，図形領域に困難のある児童22人

に対して，認知等の特性を考慮した指導・支援を行

うとともに，学級全体に対してもこれらの指導・支

援の方法を活用する。 

イ 認知等の特性を考慮した指導・支援 

算数科図形領域における認知等の特性を考慮した

指導・支援の方法をまとめたものを表２に示し，単

元を通して活用する。 

ウ 習熟度別少人数指導 

所属校では第４学年算数科において，１学級を二

つ（「ぐんぐんコース」「じっくりコース」）に分け

た習熟度別少人数指導を行っている。本研究授業も，

他領域と同様に，習熟度別授業を１週間に３時間程

度，一斉授業を２時間程度行った。「ぐんぐんコー 

ス」では，考えを出し合い，練り合う時間を十分に

確保し，論理的な思考力を高めていく。さらに，必 

要に応じて応用，発展的問題に取り組ませている。

「じっくりコース」では，学習集団の人数を「ぐん

ぐんコース」より少なくする。個に応じて具体物や

図，ヒントカードなどを活用したり，友達とのかか

わり合いなどを通して理解を深めたりしていく。図 

形領域に困難のある児童は，習熟度別授業のときは 

観点 
認知等の

特性 

図形におけるつまずきの状況

（例） 

思考・判

断・表現 視空間 

「二つの図形の共通点を見付

けることが難しい。」など全

13項目 技能 

思考・判

断・表現 

抽象・ 

イメージ 

「図形の性質を理解して論理

的に説明することが難しい。」

など全９項目 

技能 空間操作 

「定規の固定が難しく，線を

まっすぐに引くことが難しい。」

など全７項目 

知識・ 

理解 

語彙 

「『直角』『直径』『頂点』

など似た言葉が覚えられない。」

など全６項目 

記憶 
「定義や性質を記憶すること

が難しい。」など全６項目 

算数科図形領域における児童のつまずきを分析

し，認知等の特性を考慮した指導・支援の方法を

整理して実施する授業改善は，学年全体及び図形

領域に困難のある児童に対して有効であろう。 
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表２ 認知等の特性を考慮した指導・支援の方法について 
認知等の
特性 

指導・支援の方法 

視空間 

○ 視覚的支援   
・ 図形が重なり合うプリントや透明シー

トの活用をする。 
・ 具体的な操作を指導者が実際にやって

見せる。 
・ 焦点化するために見るべきところを色

分けする。 
○ 具体的な操作 

・ 図形を指でなぞらせる。 
○ 多感覚刺激 

・ 指導者が，動きを通して示しながら説
明することで，形や位置関係の理解を深
めさせる。 

・ 図形の部位と言葉を関連付ける。 

抽象・ 
イメージ 

○ 視覚的支援 
・ 焦点化するために見るべきところを色

分けする。 
・ 既習である図形の定義等の根拠を掲示

し，論理的な説明時に活用する。 
○ 具体的な操作 

・ 具体的に操作できる図形を準備して操
作させる。 

○ 焦点化 
・ 考えるときに着目する視点を明確にす

る。 

空間操作 

○ 視覚的支援 
・  手順をかいたものを提示する。（図，

パワーポイントなど）  
・ 図形を投影機で映し，児童自身がかい

た図形を比べさせる。 
○ 具体的な操作 

・ 軸のしっかりしたコンパス，目盛りの
読みやすい定規，滑り止めのついた定規
などを使わせる。 

・ 定規の押さえ方の指導をする。 
・ 練習する時間を十分に確保する。 

○ 多感覚刺激 
・ 作図の手順を言語化したり，説明の

際，具体物や図などの手がかりを視覚化
したりして活動をしやすくする。 

語彙 

○ 視覚的支援 
・ 図を示しながら説明する。 

○ 多感覚刺激 
・ 身体を使った動きを通して，形や位置

関係の理解を深めさせる。 
・ 言葉の語頭を提示して言葉を思い起こ

させ，語彙の定着を図る。 

記憶 

○ 視覚的支援 
・ 既習事項を想起するときに，使用した

視覚的な教材・教具を見せる。 
○ 具体的な操作 

・ ペアで図形の意味や性質を聞き合った
り説明し合ったりして記憶の定着を図
る。 

○ 多感覚刺激 
・ 形の認識を促すために，辺に触れて

「２本」と言うなどして言葉と実物の対
比をする。 

・ 「垂直」は「まっすぐに垂れる」な
ど，漢字の意味を関連付けるなどして記
憶の定着を図る。 

「じっくりコース」で学習をする。 

(2) 実施計画 

○ 期 間  平成25年11月29日～12月16日 

○ 単元名  「垂直・平行と四角形」 

○ 目 標 

直線の位置関係に着目して垂直や平行を考察し，

台形や平行四辺形，ひし形の図形の特徴や性質を

理解する。 

○ 指導計画（全12時間） 
 学習内容【学習形態】 評価規準 

垂
直
と
平
行 

○ 絵地図から，二直
線の交わり方を調

べ，垂直の意味を理
解する。 

【一斉授業】 

○ 垂直の意味について理解
している。 

○ 二直線の位置関係
を調べ，平行の意味
を理解する。 

○ 身の回りから垂直
や平行になっている
ものを見付ける。 

【習熟度別授業】 

○ 一つの直線に垂直な二つ
の直線は，平行であること
を理解している。 

○ 身の回りから，平行な二
直線や垂直な二直線を見付
けようとしている。 

○ 平行な二直線の性

質について調べ，性
質を理解する。 

○ 長方形の垂直や平

行になっている辺を
見付ける。 

【習熟度別授業】 

○ 平行な二直線の間の距離

は一定であることを理解し
ている。 

○ 二直線について，平行や

垂直という位置関係がある
ことを見いだしている。 

垂
直
や
平
行
な
直
線
の
か
き
方 

○ ２枚の三角定規を
用いて，垂直や平行
な二直線を作図す

る。 
【一斉授業】 

○ 平行な二直線や垂直な二
直線を作図することができ
る。 

○ 方眼紙上で，二つ
の直線の垂直や平行
な関係を見付けた

り，作図したりする。 
【習熟度別授業】 

○ 方眼紙上で，二つの直線
の垂直や平行な関係を見い
だしたり，作図したりする

ことができる。 

四
角
形 

○ ２種類の形を用い
て色々な四角形をつ

くり，つくった四角
形を辺の平行に着目
して仲間分けをする。 

○ 台形と平行四辺形
の意味を理解する。 

【一斉授業】 

○ 台形と平行四辺形につい
て，その違いに気付き分類

し，分類した特徴を見いだ
している。 

 

○ 台形と平行四辺形の意味
について理解している。 

○ 平行四辺形の辺や
角に着目し，平行四
辺形の性質を調べる。 

【習熟度別授業】 

○ 平行四辺形の特徴を見付
けようとしている。 

○ 平行四辺形の辺や角に着

目した性質について理解し
ている。 

○ 平行四辺形と台形
を作図する。 

【習熟度別授業】 

○ 平行四辺形と台形を作図
しようとしている。 

○ 平行四辺形と台形を作図

することができる。 

○ ひし形の意味や性
質を理解して，作図

する。 
【習熟度別授業】 

○ ひし形を作図することが
できる。 

○ ひし形の意味や性質につ
いて理解している。 
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○ 対角線の意味を理

解し，色々な四角形

の対角線の交わり方

を調べる。 

【一斉授業】 

○ 平行四辺形やひし形の対

角線の特徴を見付けようと

している。 

○ 平行四辺形やひし形の対

角線の性質について理解し

ている。 

○ 長方形や平行四辺

形，ひし形を対角線

で構成したり分解し

たりしてできる図形

を調べる。 

○ 身の回りから平行

四辺形，台形，ひし

形の形を見付ける。 

【一斉授業】 

○ 対角線で構成したり分解

したりしてできる図形を長

方形や平行四辺形，ひし形

の性質を基に見いだしてい

る。 

○ 身の回りから平行四辺形，

台形，ひし形の形を見付け

ようとしている。 

○ 形も大きさも同じ

四角形を敷き詰め，

できた形を観察する。 

【習熟度別授業】 

○ 平面を敷き詰める活動を

楽しみ，できる模様の美し

さや平面の広がりに気付い

ている。 

○ 敷き詰めた図形の中にい

ろいろな形を認めたり，で

きる模様の美しさを感じた

りするなど，図形について

の豊かな感覚をもっている。 

 

Ⅴ 研究の結果と考察 
 

１ 事前テスト及び事後テストの結果 

事前テスト及び事後テストは，所属校で使用して

いる算数科の教科用図書の第１学年から第３学年の

図形領域の内容等を参考に「思考・判断・表現」

「技能」「知識・理解」の三つの観点で構成した。 

学年全体（６人の欠席者を除く141人）の事前テス

ト及び事後テストの結果を図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図１ 事前テスト及び事後テストの正答率（学年全体） 

 

これによると，学年全体に対する事前テスト及び

事後テストの正答率に有意な向上が見られた。 

次に，図形領域に困難のある児童の事前テスト及

び事後テストの結果を図２に示す。 

これによると，図形領域に困難のある児童に対す

る事前テスト及び事後テストで，正答率は上がった

が，有意差は見られなかった。 

図２ 事前テスト及び事後テストの正答率（図形領域に 

困難のある児童） 

 

次に，学年全体に対する事前テスト及び事後テス

トの評価の観点別正答率を図３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 事前テスト及び事後テストの評価の観点別正答率 

（学年全体） 

 

これによると，学年全体における「技能」の観点

の正答率に有意な向上が見られた。 

次に，図形領域に困難のある児童に対する事前テ

スト及び事後テストの評価の観点別正答率を図４に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 事前テスト及び事後テストの評価の観点別正答率 

（図形領域に困難のある児童） 

 

これによると，図形領域に困難のある児童におい

て有意差は見られなかった。 

また「認知等の特性」別に有効性を調べたところ

「記憶」に困難のある児童の「知識・理解」の観点

ｎ＝141 

22 

ｎ＝22 

22 

＊：ｐ＜.05 

100 

22 

ｎ＝141 

22 

＊＊：ｐ＜.01 

100 

22 

ｎ＝22 

22 
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に有効性が見られた。このことから「記憶」の「知

識・理解」に係る指導・支援の方法が有効であった

と考える。 

さらに「知識・理解」の観点において「語彙」・

「記憶」に重複して困難のある児童８人のうち５人

の得点が上がった。それらの児童は「垂直・平行と

四角形」の単元テストにおいても「知識・理解」の

平均正答率が86.0％で，到達正答率を上回った。こ

れらのことから，本研究授業は「語彙」・「記憶」に

重複して困難のある児童に対して「語彙」・「記憶」

に関連のある「知識・理解」の学習内容の習得に有

効であったと考える。 

しかし「思考・判断・表現」の観点において，有

意差は見られないものの正答率が下がっている。

「抽象・イメージ」に対応する指導・支援を行った

が，具体物を用いた活動などが抽象的思考に移行す

ることにも困難があったのではないかと考える。

「９・10歳の壁」で課題となっている抽象的思考に

対して，第４学年からの取組ではなく，下学年から

の系統的な取組も今後の課題であると考える。 

また，図形領域における認知等の特性で全てに困

難のある児童は４人であった。それらの児童の事後

テストの平均正答率は，29.8％であった。さらに

「垂直・平行と四角形」の単元テストの平均正答率

は52.5％で，どちらも図形領域に困難のある児童の

平均正答率を下回っていた。今後，図形領域におい

て困難が多様な児童に対する有効な指導・支援の方

法を更に検討する必要がある。 

 

２ 単元テストの結果 
学年全体（６人の欠席者を除く141人）に対する

「垂直・平行と四角形」の単元テストの平均正答率

（図形領域），本研究授業前に実施した算数科の他

領域の五つの単元テストの平均正答率（他領域）及 

び学習の到達度としておおむね妥当と判断できる到

達正答率を図５に示す。 

図５によると，図形領域は到達正答率より10.1ポ

イント上回った。このことから，学年全体に対して 

図形領域の単元の目標をおおむね達成することがで

きたと考える。 

また，本研究授業前に実施した他領域の五つの単

元テストと比較した結果，図形領域が他領域を8.2

ポイント上回った。他領域の到達正答率も80％であ

ることから，本研究授業前の他領域の単元と比較す

ると，学年全体で図形領域の単元において実施した 

指導・支援が有効であったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 単元テストの正答率（学年全体） 

 

次に，図形領域に困難のある児童に対する「垂

直・平行と四角形」の単元テストの平均正答率（図

形領域）及び，本研究授業前に実施した算数科の他

領域の五つの単元テストの平均正答率（他領域）を

図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 単元テストの正答率（図形領域に困難のある児童） 

 

これによると，図形領域が他領域を10.7ポイント

上回った。このことから，図形領域に困難のある児

童も本研究授業前の他領域の単元と比較した場合，

図形領域の単元において実施した指導・支援が有効

であったと考える。しかし，到達正答率に達してい

ないことから，今後，図形領域に困難のある児童

が，更に確実な学習の習得ができるように，指導・

支援の工夫を続ける必要があると考える。 

 

３ 図形の学習への意識 
(1) 図形の学習への意識調査による結果 

本調査は，平成25年度「基礎・基本」定着状況調

査の「教科の学習に関する調査－教科学習への意識 

算数－」を参考に作成した。この調査は，４段階尺

度法「よくあてはまる（４点）」「ややあてはまる

（３点）」「あまりあてはまらない（２点）」「全くあ

てはまらない（１点）」で行い，分析した。 

学年全体（６人の欠席者を除く141人）の本研究

授業前（事前）及び本研究授業後（事後）の図形の

学習への意識調査の結果を表３に示す。 

ｎ＝141 
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到
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表３ 図形の学習への意識調査 事前及び事後の平均値 

（学年全体）（点）           ｎ＝141 

**：ｐ<.01 

 

表３から，図形の学習への意識において，学年全 

体の平均値が有意に上昇した。また，図形領域に困 

難のある児童の平均値も有意に上昇した。これらの

ことから，学年全体及び図形領域に困難のある児童

に対する図形の学習への意識の高まりにおいて，本

研究授業は有効であったと考える。 

また，学年全体及び図形領域に困難のある児童に

対する「少ない人数で学習する方がよく分かる」の

肯定的回答が増加していることから，本研究授業に

おいて，習熟度別少人数指導は効果があったと考え

る。 

「図形の勉強は好き」に否定的な回答をした児童

は，本研究授業前は141人中45人で，本研究授業後

は24人になった。否定的な回答をした理由を調べる

と「覚えにくい」「想像やイメージがしにくい」「理

由や説明の仕方が分からない」などの「記憶」や

「抽象・イメージ」等に関わる理由を答える児童が

本研究授業前は７人いたが，本研究授業後には０人

となった。さらに，表３からも理由をあげて説明す

るという意識が高まっていることが明らかで，根拠

を基に論理的に考えようという意識の変容が見られ

た。これらのことから「知識・理解」に関わる「覚

えにくさ」と「９・10歳の壁」で課題になっている

抽象的思考について，児童の意識の上では抵抗感が

減少したことに対して，本研究授業は有効であった

と考える。 

(2) 授業後の振返り等の記述による結果 

ア 視覚的支援 

平行四辺形や台形，ひし形を作図する授業におい

て，指導者は遠隔操作でパワーポイントを操作し，

作図の様子を児童のそばで指導・支援しながら学習

を進めることができた。つまずいている様子もすぐ

に指導者が評価して指導に生かすことができた。 

 

視覚的支援を取り入れた学習 

 
○ ぼくは，この授業がとても楽しくて，やるととても

分かりやすかったです。 
○ 平行四辺形や台形のかき方が，初めはあまりよく分

からなかったけど，やってみると楽しくて，よくでき
ました。 

視覚的支援を取り入れた学習に関する記述内容 

 

イ 具体的な操作による支援 

色板を敷き詰める活動を通して，図形に対する興

味を深め，様々な図形への気付きをもつことができ

た。また，辺の長さのきまりや辺と辺の位置関係へ

の理解が促され，効果的な指導・支援の方法であっ

たと考える。 

 

具体的な操作を取り入れた学習 

 
○ 平行四辺形も台形もしきつめてみたら，いろいろな

ことが分かって，もっとひみつをといてみたいです。
そして，今日の授業はとても分かって，楽しかったで
す。 

○ しきつめるといろいろな図形ができると思いまし
た。それで，その理由や説明も分かりやすくできたの
で，おもしろかったです。 

具体的な操作を取り入れた学習に関する記述内容 

 

ウ 多感覚刺激による支援 

新たに学習する図形の用語を理解し覚えやすくす

るために，動きを付けて言うことで，習得を促すこ

とができたと考える。 

意識調査の内容 事前 事後 ｐ値 

図形の勉強はすきです。 2.88 3.29 .00** 

図形のじゅ業はよく分かります。 3.11 3.51 .00** 

図形のじゅ業では，少ない人
数で学習する方がよく分かり
ます。 

2.68 3.19 .00** 

図形のじゅ業で学んだこと
を，ふだんの生活で使った
り，学んだことがどのような
場面で使ったりできるのか考
えています。 

2.52 2.92 .00** 

図形のじゅ業では，問題をと
くときには，前に習ったこと
が使えないかいつも考えてい
ます。 

2.86 3.24 .00** 

図形のじゅ業では，とき方や
考え方を話し合うときに理由
をあげてせつ明しています。 

2.49 2.96 .00** 
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身体を使った動きを取り入れた学習 

 
○ 「垂直はシュワッチ」で「平行は前ならえ」という

ことが分かりました。垂直と平行を見つけることも楽
しかったです。 

身体を使った動きを取り入れた学習に関する記述内容 

 

４ 児童の行動観察の状況 
図形領域に困難のある児童に対して，授業中の行

動観察を行い，本研究授業前（ベースライン期）の

他領域の算数科の授業と本研究授業時（指導・支援

期）について分析した。ベースライン期に，欠席等

の理由で測定できなかった児童４人を除く18人に対

して，自発的に行動した割合の平均値を表４に示

す。 

 
表４ 行動観察におけるベースライン期及び指導・支援期 

  の自発的行動の割合の平均値（％）     ｎ＝18 

行動観察の内容 
ベース 

ライン期 

指導・ 

支援期 
ｐ値 

指示の総数に対する児童が

すぐに行動している割合の

平均 

66.4 78.4 .013* 

思考場面の総数に対する児

童が自主的に思考している

割合の平均 

46.2 49.3 .410 

発問の総数に対する児童が

挙手をしている割合の平均 
14.5 23.1 .014* 

*：ｐ<.05 

 

行動観察の結果，図形領域に困難のある児童は，

ベースライン期の授業と比較すると，指導・支援期

の授業において，自発的に行動した割合が増える傾

向が見られた。このことから，図形領域に困難のあ

る児童に対する授業中の自発的な行動において，本

研究授業は有効であったと考える。 

 

Ⅵ 研究の成果と課題 
 

１ 研究の成果  
○ 算数科図形領域における児童のつまずきを分析

し，認知等の特性を考慮した指導・支援の方法を

整理し実施することは，学年全体及び図形領域に

困難のある児童に対する授業改善に有効であるこ

とが示唆された。 

○ 学年全体に対する図形領域の「技能」の観点に

おいて効果が見られた。 

○ 図形の学習への意識の高まりが見られた。 

 

２ 今後の課題 
○ 図形領域の「思考・判断・表現」の観点におい

て，抽象的思考の困難に対する第１学年からの系

統的な取組と，効果的な指導・支援の方法等の研

究を進める必要がある。 

○ 他領域及び他学年においても，認知等の特性を

考慮した授業改善の取組を行いたい。 
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